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つくば青年会議所は社会の課題を解決し、持続可能な地域を創るための運動を展開して

います。ウィズコロナからアフターコロナへと社会が変化する中、つくば青年会議所には

会員数不足という課題があり、また、各事業は会費中心の予算編成が多く事業予算が会員

数に左右されるという問題に繋がっています。創立５０周年に向けて事業を継続し、さら

なる飛躍を遂げるためには透明性のある健全な財務運営を展開する必要があります。 

まず予算編成においては、メンバーからお預かりする大切な会費を適正に配分できるよ

う慎重に行います。継続事業においては前年までの予算編成を検証することで本年度に即

したものにし、新規事業に関しては発展が見込めるような予算編成を行います。また、各

事業が費用対効果を最大限に発揮できるよう、定期的に財務広報審査会議を開催し、厳正

かつ公正で無駄のない財務運営を行います。そして、近年は新型感染症や大規模自然災害

など予測できないような事態が数多く起きており、事業計画の変更や修正が必要になって

しまう可能性があります。迅速に計画を変更、修正できるよう財政局が会計に関する相談

窓口となり、各委員会と連携し財政の適正管理、予算の執行を行います。さらに、事業構

築にあたり外部資金を導入することで、持続可能かつ発展が見込まれる事業計画に対し、

クラウドファンディング等の手法による資金導入を支援していきます。そして、これらが

適切であり、且つ社会の利益に繋がっているかを事業終了後に審査し、反省点を改善し、

良き所は今後に引継いでいけるよう、委員会や局のメンバーと共に検証いたします。 

メンバーが財政面での不安なく安心して事業を構築できる、透明性のある健全な財務運

営体制の構築が、地域からの信頼の向上にも繋がり、つくば青年会議所は５０周年へ向け

てさらなる飛躍を遂げ、持続可能なつくばのまち創りを実現することができるのです。 

 

１．予算案及び決算書の精査  

２．諸事業の予算及び決算の審査  

３．財政の適正管理及び予算執行  

４．監事との連携・調整  

５．財務広報審査会議の設営 

６．各事業の外部資金導入による財源確立のための支援 

 

 

職務分掌  


